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令和６年２月28日　
第17期五戸町議会議員任期満了

第17期最後の定例会に臨む

関連記事
12～13Ｐに第17期五戸町議会４年間の主な出来事を掲載



③ ごのへ議会だより 第50号 ごのへ議会だより 第50号 ②

一般券
特別参加店では
ご利用できません

共通券
取扱店全店で
ご利用できます

￥500
五戸町商工会 五戸町物価高騰対策事業

©東京ハイジ／五戸町有効期間　  令和５年12月10日（日）～令和６年２月29日（木）

令和５年度
五戸町物価高騰対策

一 般 券
特別参加店ではご利用

できません

商品券特  別
プレミアム付

ばおるくんとみらいちゃん

No  ０0 0 0 0 1

みほん

￥500
©東京ハイジ／五戸町

五戸町商工会 五戸町物価高騰対策事業

有効期間　  令和５年12月10日（日）～令和６年２月29日（木）

令和５年度
五戸町物価高騰対策

共 通 券
取扱店全店でご利用

できます

商品券特  別
プレミアム付

ばおるくんとみらいちゃん

No  ０0 0 0 0 1

みほん

　　　　　　　　五戸町物価高騰対策
特別プレミアム付商品券

令和５年度

❶
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に

つ
い
て

【
内
容
】

・
令
和
５
年
９
月
21
日
か
ら

22
日
の
大
雨
で
被
害
を
受

け
た
農
業
用
施
設
を
、
町

が
事
業
主
体
と
な
り
災
害

復
旧
事
業
を
行
う
も
の

・
施
行
箇
所
は
、
北
田
ノ
沢
、

下
平
、
前
平
、
苗
代
沢
、

外
大
窪
の
水
路
・
道
路

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
４
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
億
９
９
２
２
万
５
千
円

❶
役
場
職
員
駐
車
場
で
発
生

し
た
車
両
物
損
事
故
の
損

害
賠
償
請
求
に
関
す
る
和

解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

決
定

・
損
害
賠
償
額

11
万
２
０
０
１
円

（
町
過
失
割
合
１
０
０
％
）

❷
役
場
職
員
駐
車
場
で
発
生

し
た
車
両
物
損
事
故
の
損

害
賠
償
請
求
に
関
す
る
和

解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

決
定

・
損
害
賠
償
額

12
万
７
８
９
９
円

（
町
過
失
割
合
１
０
０
％
）

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

全
員
賛
成
で
可
決

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
３
億
７
６
３
万
円

【
主
な
内
容
】

・
産
直
施
設
実
施
設
計
業
務

委
託
料１

４
３
５
万
４
千
円

・
青
森
県
子
ど
も
子
育
て
世

帯
応
援
金

４
０
２
０
万
円

・
農
家
支
援
持
続
化
給
付
金

５
７
５
０
万
円

・
道
路
環
境
整
備
業
務
委
託

料

５
１
７
５
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
補
助
金
　

１
６
２
７
万
５
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
簡
易
水
道
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例 

【
内
容
】

・
簡
易
水
道
事
業
に
地
方
公

営
企
業
法
の
規
定
の
一
部

を
適
用
す
る
た
め
制
定
す

る
も
の

❷
五
戸
町
下
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例 

【
内
容
】

・
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営

企
業
法
の
規
定
の
一
部
を

適
用
す
る
た
め
制
定
す
る

も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
【
内
容
】

・
五
戸
町
議
会
議
員
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
改
め

る
も
の

❷
五
戸
町
町
長
等
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
町
長
等
の
期
末
手
当
の
支

給
割
合
を
改
め
る
も
の

❸
五
戸
町
特
別
参
事
の
設
置

及
び
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
特
別
参
事
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
改
め
る
も
の

❹
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
令
和
５
年
10
月
６
日
付
け

の
青
森
県
人
事
委
員
会
か

ら
の
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
報
告
及
び
勧
告
に
基

づ
き
、
職
員
の
給
料
表
及

び
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支

給
割
合
を
改
め
る
も
の

❺
五
戸
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
家
畜
伝
染
病
に
係
る
防
疫

作
業
の
う
ち
、
心
身
に
著

し
い
負
担
を
与
え
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
に
従
事
し

た
場
合
に
支
給
す
る
、
感

染
症
等
防
疫
作
業
手
当
の

支
給
額
を
一
部
引
き
上
げ

る
も
の

❻
五
戸
町
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
五
戸
町
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
浴
場
運
営
終
了
に

伴
い
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

❼
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
全
世
代
対
応
型
の
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
を

構
築
す
る
た
め
の
健
康

保
険
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
出
産
被
保
険
者
の

産
前
産
後
期
間
に
お
け
る

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得

割
額
及
び
被
保
険
者
均
等

割
額
の
軽
減
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算 

　（
第
５
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
億
６
２
２
３
万
５
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
４
億
６
９
８
６
万
５
千
円

【
主
な
内
容
】

・
企
業
立
地
推
進
条
例
奨
励

補
助
金２

２
５
６
万
９
千
円

・
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
料

６
１
４
万
８
千
円

・
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付

費

３
６
０
０
万
円

・
倉
石
温
泉
改
修
工
事
費

１
２
０
０
万
円

・
障
が
い
児
通
所
給
付
費

３
０
０
万
円

・
乳
幼
児
医
療
費
給
付
費

４
２
０
万
円

・
ふ
れ
あ
い
市
ご
の
へ
改
修

工
事
費

４
０
０
万
円

・
畑
地
化
促
進
事
業
費
補
助

金

２
２
０
万
円

・
光
熱
水
費３

１
５
万
９
千
円

・
歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク
指
定

管
理
料

６
６
１
万
７
千
円

・
社
会
体
育
施
設
指
定
管
理

料

５
９
９
万
２
千
円

・
管
内
小
学
校
施
設
改
修
工

事
費

３
１
８
万
４
千
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
０
８
０
万
８
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

５
億
９
７
４
万
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
会
計
繰
出
金

３
５
４
万
６
千
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

負
担
金

７
１
８
万
１
千
円

❸
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
55
万
９
千
円

・
予
算
総
額

20
億
７
９
５
４
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給

△
１
３
２
万
４
千
円

・
結
核
精
神
疾
病
医
療
費
特

調
申
請
支
援
業
務
委
託
料

68
万
４
千
円

❹
五
戸
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
０
９
４
万
７
千
円

・
予
算
総
額

24
億
６
７
７
９
万
円

【
主
な
内
容
】

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費

１
７
０
０
万
円

・
過
年
度
分
返
還
金

１
９
８
３
万
６
千
円

❺
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
９
２
万
８
千
円

・
予
算
総
額

３
億
７
６
９
２
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給

△
１
２
９
万
円

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

３
１
７
万
８
千
円

議決件数　２件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第35回　令和５年10月　臨時会
10月23日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　24件

原案可決

24　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第36回　令和５年12月　定例会
12月７日から12日までの６日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

事
業
の
施
行
　
１
件

条
例
の
制
定
　
２
件

令
和
５
年
度
補
正
予
算 

　
11
件

条
例
の
一
部
改
正
　
７
件

町
長
提
出
案
件

令
和
５
年
度
補
正
予
算
　
１
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

雨で土砂が崩れ、農業用水路が埋も
れてしまう等の被害がありました。

商品券の使用有効期限は２月29日です。
ご購入された方は使い忘れにご注意ください。

報
告
　
２
件

指
定
管
理
者
の
指
定
　
４
件❹ごのへ郷土館

❸五戸町社会福祉センター

❷五戸町保健福祉センター

❶豊間内地区コミュニティセンター

管理を行わせる施設の名称

ごのへ郷土館管理運営員会

（福）五戸町社会福祉協議会

（福）五戸町社会福祉協議会

豊間内地区コミュニティセンター
管理運営委員会

指定管理者となる団体の名称

令和６年４月１日から
　令和11年３月31日まで

令和６年４月１日から
　令和９年３月31日まで

指定の期間

©東京ハイジ/五戸町
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一般券
特別参加店では
ご利用できません

共通券
取扱店全店で
ご利用できます

￥500
五戸町商工会 五戸町物価高騰対策事業

©東京ハイジ／五戸町有効期間　  令和５年12月10日（日）～令和６年２月29日（木）

令和５年度
五戸町物価高騰対策

一 般 券
特別参加店ではご利用

できません

商品券特  別
プレミアム付

ばおるくんとみらいちゃん

No  ０0 0 0 0 1

みほん

￥500
©東京ハイジ／五戸町

五戸町商工会 五戸町物価高騰対策事業

有効期間　  令和５年12月10日（日）～令和６年２月29日（木）

令和５年度
五戸町物価高騰対策

共 通 券
取扱店全店でご利用

できます

商品券特  別
プレミアム付

ばおるくんとみらいちゃん

No  ０0 0 0 0 1

みほん

　　　　　　　　五戸町物価高騰対策
特別プレミアム付商品券

令和５年度

❶
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に

つ
い
て

【
内
容
】

・
令
和
５
年
９
月
21
日
か
ら

22
日
の
大
雨
で
被
害
を
受

け
た
農
業
用
施
設
を
、
町

が
事
業
主
体
と
な
り
災
害

復
旧
事
業
を
行
う
も
の

・
施
行
箇
所
は
、
北
田
ノ
沢
、

下
平
、
前
平
、
苗
代
沢
、

外
大
窪
の
水
路
・
道
路

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
４
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
億
９
９
２
２
万
５
千
円

❶
役
場
職
員
駐
車
場
で
発
生

し
た
車
両
物
損
事
故
の
損

害
賠
償
請
求
に
関
す
る
和

解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

決
定

・
損
害
賠
償
額

11
万
２
０
０
１
円

（
町
過
失
割
合
１
０
０
％
）

❷
役
場
職
員
駐
車
場
で
発
生

し
た
車
両
物
損
事
故
の
損

害
賠
償
請
求
に
関
す
る
和

解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

決
定

・
損
害
賠
償
額

12
万
７
８
９
９
円

（
町
過
失
割
合
１
０
０
％
）

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

全
員
賛
成
で
可
決

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
３
億
７
６
３
万
円

【
主
な
内
容
】

・
産
直
施
設
実
施
設
計
業
務

委
託
料１

４
３
５
万
４
千
円

・
青
森
県
子
ど
も
子
育
て
世

帯
応
援
金

４
０
２
０
万
円

・
農
家
支
援
持
続
化
給
付
金

５
７
５
０
万
円

・
道
路
環
境
整
備
業
務
委
託

料

５
１
７
５
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
補
助
金
　

１
６
２
７
万
５
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
簡
易
水
道
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例 

【
内
容
】

・
簡
易
水
道
事
業
に
地
方
公

営
企
業
法
の
規
定
の
一
部

を
適
用
す
る
た
め
制
定
す

る
も
の

❷
五
戸
町
下
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例 

【
内
容
】

・
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営

企
業
法
の
規
定
の
一
部
を

適
用
す
る
た
め
制
定
す
る

も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
【
内
容
】

・
五
戸
町
議
会
議
員
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
改
め

る
も
の

❷
五
戸
町
町
長
等
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
町
長
等
の
期
末
手
当
の
支

給
割
合
を
改
め
る
も
の

❸
五
戸
町
特
別
参
事
の
設
置

及
び
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
特
別
参
事
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
改
め
る
も
の

❹
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
令
和
５
年
10
月
６
日
付
け

の
青
森
県
人
事
委
員
会
か

ら
の
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
報
告
及
び
勧
告
に
基

づ
き
、
職
員
の
給
料
表
及

び
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支

給
割
合
を
改
め
る
も
の

❺
五
戸
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
家
畜
伝
染
病
に
係
る
防
疫

作
業
の
う
ち
、
心
身
に
著

し
い
負
担
を
与
え
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
に
従
事
し

た
場
合
に
支
給
す
る
、
感

染
症
等
防
疫
作
業
手
当
の

支
給
額
を
一
部
引
き
上
げ

る
も
の

❻
五
戸
町
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
五
戸
町
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
浴
場
運
営
終
了
に

伴
い
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

❼
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
全
世
代
対
応
型
の
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
を

構
築
す
る
た
め
の
健
康

保
険
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
出
産
被
保
険
者
の

産
前
産
後
期
間
に
お
け
る

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得

割
額
及
び
被
保
険
者
均
等

割
額
の
軽
減
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算 

　（
第
５
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
億
６
２
２
３
万
５
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
４
億
６
９
８
６
万
５
千
円

【
主
な
内
容
】

・
企
業
立
地
推
進
条
例
奨
励

補
助
金２

２
５
６
万
９
千
円

・
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
料

６
１
４
万
８
千
円

・
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付

費

３
６
０
０
万
円

・
倉
石
温
泉
改
修
工
事
費

１
２
０
０
万
円

・
障
が
い
児
通
所
給
付
費

３
０
０
万
円

・
乳
幼
児
医
療
費
給
付
費

４
２
０
万
円

・
ふ
れ
あ
い
市
ご
の
へ
改
修

工
事
費

４
０
０
万
円

・
畑
地
化
促
進
事
業
費
補
助

金

２
２
０
万
円

・
光
熱
水
費３

１
５
万
９
千
円

・
歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク
指
定

管
理
料

６
６
１
万
７
千
円

・
社
会
体
育
施
設
指
定
管
理

料

５
９
９
万
２
千
円

・
管
内
小
学
校
施
設
改
修
工

事
費

３
１
８
万
４
千
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
０
８
０
万
８
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

５
億
９
７
４
万
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
会
計
繰
出
金

３
５
４
万
６
千
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

負
担
金

７
１
８
万
１
千
円

❸
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
55
万
９
千
円

・
予
算
総
額

20
億
７
９
５
４
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給

△
１
３
２
万
４
千
円

・
結
核
精
神
疾
病
医
療
費
特

調
申
請
支
援
業
務
委
託
料

68
万
４
千
円

❹
五
戸
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
０
９
４
万
７
千
円

・
予
算
総
額

24
億
６
７
７
９
万
円

【
主
な
内
容
】

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費

１
７
０
０
万
円

・
過
年
度
分
返
還
金

１
９
８
３
万
６
千
円

❺
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
９
２
万
８
千
円

・
予
算
総
額

３
億
７
６
９
２
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給

△
１
２
９
万
円

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

３
１
７
万
８
千
円

議決件数　２件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第35回　令和５年10月　臨時会
10月23日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　24件

原案可決

24　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第36回　令和５年12月　定例会
12月７日から12日までの６日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

事
業
の
施
行
　
１
件

条
例
の
制
定
　
２
件

令
和
５
年
度
補
正
予
算 

　
11
件

条
例
の
一
部
改
正
　
７
件

町
長
提
出
案
件

令
和
５
年
度
補
正
予
算
　
１
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

雨で土砂が崩れ、農業用水路が埋も
れてしまう等の被害がありました。

商品券の使用有効期限は２月29日です。
ご購入された方は使い忘れにご注意ください。

報
告
　
２
件

指
定
管
理
者
の
指
定
　
４
件❹ごのへ郷土館

❸五戸町社会福祉センター

❷五戸町保健福祉センター

❶豊間内地区コミュニティセンター

管理を行わせる施設の名称

ごのへ郷土館管理運営員会

（福）五戸町社会福祉協議会

（福）五戸町社会福祉協議会

豊間内地区コミュニティセンター
管理運営委員会

指定管理者となる団体の名称

令和６年４月１日から
　令和11年３月31日まで

令和６年４月１日から
　令和９年３月31日まで

指定の期間

©東京ハイジ/五戸町



⑤ ごのへ議会だより 第50号 ごのへ議会だより 第50号 ④

❶
倉
石
温
泉
改
修
工
事

【
内
容
】

・
一
部
設
計
内
容
の
変
更
が

生
じ
、
契
約
額
を
改
め
る

も
の

・
変
更
後
の
契
約
額

１
億
１
２
４
５
万
６
３
０
０
円

（
１
４
５
０
万
１
３
０
０
円
の
増
）

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

２
億
６
１
５
３
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
７
億
３
１
４
０
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
ふ
れ
あ
い
市
ご
の
へ
改
修

工
事
費

２
６
８
万
４
千
円

・
物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付

金

７
５
０
０
万
円

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
物

価
高
騰
支
援
臨
時
給
付
金

１
億
７
５
０
０
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❻
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
97
万
５
千
円

・
予
算
総
額

１
億
４
５
４
２
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

△
97
万
５
千
円

❼
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

５
万
円

・
予
算
総
額

５
０
５
３
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給

２
万
６
千
円

❽
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
72
万
８
千
円

・
予
算
総
額

１
億
６
２
３
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給

２
万
７
千
円

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

△
81
万
１
千
円

❾
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）12

万
２
千
円

・
予
算
総
額９

０
４
万
５
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
会
計
繰
出
金

12
万
２
千
円


ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

９
５
６
万
７
千
円

・
予
算
総
額

５
２
８
２
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
設

備
交
換
工
事
費

９
２
１
万
５
千
円

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
基

金
積
立
金

35
万
２
千
円


病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

○
収
益
的
収
入

　
５
９
５
９
万
１
千
円
減
の

19
億
２
７
３
２
万
円

【
主
な
内
容
】

・
外
来
収
益
の
減
に
よ
る
も
の

○
収
益
的
支
出

１
億
６
２
４
９
万
７
千
円
減
の

25
億
６
８
２
２
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
人
事
異
動
等
に
伴
う
給
与

と
感
染
症
防
疫
作
業
手
当

に
係
る
給
与
費
の
減
額
に

よ
る
も
の

○
資
本
的
支
出

43
万
８
千
円
増
の

６
億
４
９
０
８
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
健
診
セ
ン
タ
ー
備
品
費
の

追
加
に
よ
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
倉
石
土
地
改
良
区
排
水
路

水
害
の
災
害
復
旧
と
今
後

の
復
旧
基
準
の
策
定
を
求

め
る
陳
情

・
経
済
常
任
委
員
会
へ
付
託

継
続
審
査

　
分
団
の
再
編
・
機
能
別
団

員
の
現
状
は
。

　
五
戸
町
消
防
団
再
編
計
画

に
基
づ
き
、
関
係
分
団
・
自

治
会
と
協
議
を
進
め
、
第

18
・
20
分
団
を
統
合
し
て
浅

水
分
団
に
、
第
22
・
23
分
団

を
統
合
し
て
手
倉
橋
分
団
と

し
、
現
在
の
27
個
分
団
の
構

成
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
災
害
な
ど
の
現
場

で
不
足
す
る
消
防
力
の
補
完

を
目
的
と
し
た「
機
能
別
団

員
制
度
」を
導
入
し
、
防
災

力
向
上
に
努
め
て
い
る
。
現

在
の
機
能
別
団
員
数
は
40
名

と
な
っ
て
い
る
。

　
分
団
員
の
年
齢
層
は
。

　
定
数
５
７
０
名
に
対
し

て
、
実
員
数
４
２
０
名
と

な
っ
て
い
る
。
年
齢
層
の

比
率
は
次
の
と
お
り
。

　
常
備
消
防
・
分
団
に
お
け

る
40
㎜
ホ
ー
ス
・
管
そ
う
の

配
備
状
況
・
有
用
性
は
。

　
五
戸
消
防
署
へ
の
聞
き
取

り
に
お
い
て
は
、
40
㎜
ホ
ー

ス
は
放
水
量
が
少
な
い
も
の

の
軽
量
で
あ
る
こ
と
か
ら
操

作
性
に
優
れ
て
お
り
、
枯

草
・
林
野
火
災
に
お
い
て
活

動
効
率
を
考
慮
し
な
が
ら
使

用
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
し

か
し
、
消
防
団
が
普
段
使
用

し
て
い
る
65
㎜
・
50
㎜
ホ
ー

ス
と
結
合
す
る
際
は
、
専
用

の
媒
介
が
必
要
と
な
る
。

　
町
が
五
戸
町
消
防
団
に

40
㎜
ホ
ー
ス
・
管
そ
う
・

媒
介
を
配
備
し
た
実
績
は
な

い
が
、
各
分
団
か
ら
の
要
望

や
本
団
と
協
議
を
基
に
、
計

画
的
に
整
備
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
今
後
、
車
両
備
品
の
更

新
・
購
入
の
考
え
方
は
。

　
常
備
消
防
や
各
分
団
と
の

中
継
送
水
等
の
消
火
活
動
に

不
備
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
災
害
現
場
で
の
意
見

な
ど
も
聴
取
す
る
と
と
も

に
、
各
分
団
か
ら
の
要
望
や

本
団
と
協
議
し
な
が
ら
、
車

両
備
品
に
つ
い
て
も
計
画
的

に
更
新
・
購
入
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

④

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

12
月
定
例
会
で
は
５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆
40
㎜
ホ
ー
ス
・
管
そ
う
の
配
備
を

町
長

　各
分
団
の
要
望
や
本
団
と
の
協
議
を
基
に
計
画
的
に
配
備
を
検
討
し
た
い

一般質問

かしわだ ただ のり

柏田　匡智 議員

議決件数　２件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第37回　令和５年12月　臨時会
12月27日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

審
議
の
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

物価高騰対策支援金を世帯へ給付するもの
非課税世帯へ７万円、課税世帯へ１万５千円

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
　
１
件

令
和
５
年
度
補
正
予
算 

　
１
件

陳
情
　
１
件

お
詫
び
と
訂
正

　
議
会
だ
よ
り
第
49
号

８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の『
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
　
石
田 

弘
文 

氏
』に

つ
い
て
、
表
記
の
誤
り

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
、
次
の
と
お
り
訂

正
い
た
し
ま
す
。

　
（
誤
）
【
新
任
】

　（
正
）
【
再
任
】

答 

若
宮
町
長

質
問
要
旨

　
消
防
団
員
の
減
少
や
高

齢
化
に
伴
い
防
災
力
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
対

策
と
し
て
進
め
て
い
る
分

団
の
再
編
と
機
能
別
団
員

の
制
度
化
の
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

質
問
要
旨

　
今
年
度
の
春
、
倉
石
又

重
地
区
で
２
日
連
続
の
林

野
火
災
が
発
生
し
た
際
、

先
着
分
団
の
タ
ン
ク
車
は

水
利
が
な
い
場
所
を
踏
ま

え
、
配
備
さ
れ
て
い
る
中

で
一
番
細
い
50
㎜
ホ
ー
ス

に
よ
る
放
水
を
開
始
し

た
。
延
長
す
る
際
、
常
備

消
防
は
40
㎜
ホ
ー
ス
を
つ

な
げ
よ
う
と
し
た
が
、
径

が
異
な
る
た
め
消
火
活
動

が
遅
延
し
た
実
例
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
常
備
消
防

と
各
分
団
と
で
車
両
備
品

に
差
異
が
生
じ
て
い
る
こ

と
で
現
場
で
の
作
業
効
率

が
低
下
す
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
今
後
の
車
両
備
品

更
新
・
購
入
の
考
え
方
に

つ
い
て
質
問
す
る
。
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機
能
別
団
員

　
能
力
や
事
情
に
応
じ

て
活
動
内
容
を
限
定
す

る
団
員
。
自
身
の
能
力

が
生
か
せ
る
現
場
に
限

定
す
る
こ
と
で
の
災
害

対
応
能
力
の
向
上
や
、

仕
事
を
し
な
が
ら
無
理

の
な
い
範
囲
で
活
動
が

で
き
る
こ
と
で
の
担
い
手

確
保
が
期
待
で
き
る
。

常
備
消
防

　
消
防
本
部
や
消
防
署

を
指
す
も
の
。
対
し
て

消
防
団
は
非
常
備
消
防

と
呼
ば
れ
る
。

管
そ
う（
管
槍
）

　
放
水
の
際
に
ホ
ー
ス
の

先
端
に
付
け
る
も
の
。

水
利（
消
防
水
利
）

　
火
災
等
に
お
い
て
消

防
車
両
が
利
用
す
る
消

防
用
水
の
供
給
設
備
の

総
称
。
主
に
消
火
栓
や

防
火
水
槽
が
あ
る
。

用
語
解
説

年
齢
層
比
率

10代
20代
30代
40代
50代
60代

平均年齢：46.0歳

0.2％
4.8％
20.0％
38.3％
28.1％
8.6％



⑤ ごのへ議会だより 第50号 ごのへ議会だより 第50号 ④

❶
倉
石
温
泉
改
修
工
事

【
内
容
】

・
一
部
設
計
内
容
の
変
更
が

生
じ
、
契
約
額
を
改
め
る

も
の

・
変
更
後
の
契
約
額

１
億
１
２
４
５
万
６
３
０
０
円

（
１
４
５
０
万
１
３
０
０
円
の
増
）

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

２
億
６
１
５
３
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
７
億
３
１
４
０
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
ふ
れ
あ
い
市
ご
の
へ
改
修

工
事
費

２
６
８
万
４
千
円

・
物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付

金

７
５
０
０
万
円

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
物

価
高
騰
支
援
臨
時
給
付
金

１
億
７
５
０
０
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❻
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
97
万
５
千
円

・
予
算
総
額

１
億
４
５
４
２
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

△
97
万
５
千
円

❼
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

５
万
円

・
予
算
総
額

５
０
５
３
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給

２
万
６
千
円

❽
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
72
万
８
千
円

・
予
算
総
額

１
億
６
２
３
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給

２
万
７
千
円

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

△
81
万
１
千
円

❾
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）12

万
２
千
円

・
予
算
総
額９

０
４
万
５
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
会
計
繰
出
金

12
万
２
千
円


ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

９
５
６
万
７
千
円

・
予
算
総
額

５
２
８
２
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
設

備
交
換
工
事
費

９
２
１
万
５
千
円

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
基

金
積
立
金

35
万
２
千
円


病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

○
収
益
的
収
入

　
５
９
５
９
万
１
千
円
減
の

19
億
２
７
３
２
万
円

【
主
な
内
容
】

・
外
来
収
益
の
減
に
よ
る
も
の

○
収
益
的
支
出

１
億
６
２
４
９
万
７
千
円
減
の

25
億
６
８
２
２
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
人
事
異
動
等
に
伴
う
給
与

と
感
染
症
防
疫
作
業
手
当

に
係
る
給
与
費
の
減
額
に

よ
る
も
の

○
資
本
的
支
出

43
万
８
千
円
増
の

６
億
４
９
０
８
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
健
診
セ
ン
タ
ー
備
品
費
の

追
加
に
よ
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
倉
石
土
地
改
良
区
排
水
路

水
害
の
災
害
復
旧
と
今
後

の
復
旧
基
準
の
策
定
を
求

め
る
陳
情

・
経
済
常
任
委
員
会
へ
付
託

継
続
審
査

　
分
団
の
再
編
・
機
能
別
団

員
の
現
状
は
。

　
五
戸
町
消
防
団
再
編
計
画

に
基
づ
き
、
関
係
分
団
・
自

治
会
と
協
議
を
進
め
、
第

18
・
20
分
団
を
統
合
し
て
浅

水
分
団
に
、
第
22
・
23
分
団

を
統
合
し
て
手
倉
橋
分
団
と

し
、
現
在
の
27
個
分
団
の
構

成
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
災
害
な
ど
の
現
場

で
不
足
す
る
消
防
力
の
補
完

を
目
的
と
し
た「
機
能
別
団

員
制
度
」を
導
入
し
、
防
災

力
向
上
に
努
め
て
い
る
。
現

在
の
機
能
別
団
員
数
は
40
名

と
な
っ
て
い
る
。

　
分
団
員
の
年
齢
層
は
。

　
定
数
５
７
０
名
に
対
し

て
、
実
員
数
４
２
０
名
と

な
っ
て
い
る
。
年
齢
層
の

比
率
は
次
の
と
お
り
。

　
常
備
消
防
・
分
団
に
お
け

る
40
㎜
ホ
ー
ス
・
管
そ
う
の

配
備
状
況
・
有
用
性
は
。

　
五
戸
消
防
署
へ
の
聞
き
取

り
に
お
い
て
は
、
40
㎜
ホ
ー

ス
は
放
水
量
が
少
な
い
も
の

の
軽
量
で
あ
る
こ
と
か
ら
操

作
性
に
優
れ
て
お
り
、
枯

草
・
林
野
火
災
に
お
い
て
活

動
効
率
を
考
慮
し
な
が
ら
使

用
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
し

か
し
、
消
防
団
が
普
段
使
用

し
て
い
る
65
㎜
・
50
㎜
ホ
ー

ス
と
結
合
す
る
際
は
、
専
用

の
媒
介
が
必
要
と
な
る
。

　
町
が
五
戸
町
消
防
団
に

40
㎜
ホ
ー
ス
・
管
そ
う
・

媒
介
を
配
備
し
た
実
績
は
な

い
が
、
各
分
団
か
ら
の
要
望

や
本
団
と
協
議
を
基
に
、
計

画
的
に
整
備
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
今
後
、
車
両
備
品
の
更

新
・
購
入
の
考
え
方
は
。

　
常
備
消
防
や
各
分
団
と
の

中
継
送
水
等
の
消
火
活
動
に

不
備
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
災
害
現
場
で
の
意
見

な
ど
も
聴
取
す
る
と
と
も

に
、
各
分
団
か
ら
の
要
望
や

本
団
と
協
議
し
な
が
ら
、
車

両
備
品
に
つ
い
て
も
計
画
的

に
更
新
・
購
入
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

④

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

12
月
定
例
会
で
は
５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆
40
㎜
ホ
ー
ス
・
管
そ
う
の
配
備
を

町
長

　各
分
団
の
要
望
や
本
団
と
の
協
議
を
基
に
計
画
的
に
配
備
を
検
討
し
た
い

一般質問

かしわだ ただ のり

柏田　匡智 議員

議決件数　２件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第37回　令和５年12月　臨時会
12月27日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

審
議
の
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

物価高騰対策支援金を世帯へ給付するもの
非課税世帯へ７万円、課税世帯へ１万５千円

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
　
１
件

令
和
５
年
度
補
正
予
算 

　
１
件

陳
情
　
１
件

お
詫
び
と
訂
正

　
議
会
だ
よ
り
第
49
号

８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の『
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
　
石
田 

弘
文 

氏
』に

つ
い
て
、
表
記
の
誤
り

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
、
次
の
と
お
り
訂

正
い
た
し
ま
す
。

　
（
誤
）
【
新
任
】

　（
正
）
【
再
任
】

答 

若
宮
町
長

質
問
要
旨

　
消
防
団
員
の
減
少
や
高

齢
化
に
伴
い
防
災
力
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
対

策
と
し
て
進
め
て
い
る
分

団
の
再
編
と
機
能
別
団
員

の
制
度
化
の
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

質
問
要
旨

　
今
年
度
の
春
、
倉
石
又

重
地
区
で
２
日
連
続
の
林

野
火
災
が
発
生
し
た
際
、

先
着
分
団
の
タ
ン
ク
車
は

水
利
が
な
い
場
所
を
踏
ま

え
、
配
備
さ
れ
て
い
る
中

で
一
番
細
い
50
㎜
ホ
ー
ス

に
よ
る
放
水
を
開
始
し

た
。
延
長
す
る
際
、
常
備

消
防
は
40
㎜
ホ
ー
ス
を
つ

な
げ
よ
う
と
し
た
が
、
径

が
異
な
る
た
め
消
火
活
動

が
遅
延
し
た
実
例
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
常
備
消
防

と
各
分
団
と
で
車
両
備
品

に
差
異
が
生
じ
て
い
る
こ

と
で
現
場
で
の
作
業
効
率

が
低
下
す
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
今
後
の
車
両
備
品

更
新
・
購
入
の
考
え
方
に

つ
い
て
質
問
す
る
。
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機
能
別
団
員

　
能
力
や
事
情
に
応
じ

て
活
動
内
容
を
限
定
す

る
団
員
。
自
身
の
能
力

が
生
か
せ
る
現
場
に
限

定
す
る
こ
と
で
の
災
害

対
応
能
力
の
向
上
や
、

仕
事
を
し
な
が
ら
無
理

の
な
い
範
囲
で
活
動
が

で
き
る
こ
と
で
の
担
い
手

確
保
が
期
待
で
き
る
。

常
備
消
防

　
消
防
本
部
や
消
防
署

を
指
す
も
の
。
対
し
て

消
防
団
は
非
常
備
消
防

と
呼
ば
れ
る
。

管
そ
う（
管
槍
）

　
放
水
の
際
に
ホ
ー
ス
の

先
端
に
付
け
る
も
の
。

水
利（
消
防
水
利
）

　
火
災
等
に
お
い
て
消

防
車
両
が
利
用
す
る
消

防
用
水
の
供
給
設
備
の

総
称
。
主
に
消
火
栓
や

防
火
水
槽
が
あ
る
。

用
語
解
説

年
齢
層
比
率

10代
20代
30代
40代
50代
60代

平均年齢：46.0歳

0.2％
4.8％
20.0％
38.3％
28.1％
8.6％
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産
直
施
設
の
規
模
と
建
築

費
は
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
、

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
等
備
品
類
は
。

　
事
業
用
地
を
約
１
５
，０

０
０
㎡
、
直
売
施
設
の
建
物

面
積
上
限
を
８
０
０
㎡
と
設

定
。
建
物
工
事
費
上
限
は
３

億
円
、
備
品
・
什
器
・
シ
ス

テ
ム
関
係
の
導
入
費
上
限
は

１
億
円
と
す
る
。
備
品
関
係

は
選
定
さ
れ
た
運
営
候
補
者

者（
公
募
中
）と
協
議
す
る
。

　
五
戸
町
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
方

針（
目
的
、
対
象
）と
現
状

（
発
信
数
、
内
容
、
利
用
者

数
等
）は
。

　
ど
れ
も
町
内
外
を
問
わ
ず

五
戸
町
に
関
心
の
あ
る
人
を

想
定
し
、
行
政
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
週
１
回
以
上
配
信
。

　
今
後「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ご
と
の
対

象
者
と
情
報
発
信
」（
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
は
町
内
の
人
向
け
、
等
）

が
必
要
と
考
え
、
検
討
中
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
防
災

無
線
等
の
予
備
通
信
手
段
と

し
て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
。

　
臨
時
的
な
代
替
手
段
と
し

て
は
有
効
と
考
え
る
が
、
現

時
点
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
機
能
や
効

果
を
す
べ
て
把
握
し
て
活
用

で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
今
後
検
討
を
重
ね
る
必

要
が
あ
る
。

　
過
去
、
五
戸
町
に
お
け
る

個
人
情
報
漏
え
い
の
有
無

は
。

　
五
戸
町
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
よ
り
個

人
情
報
漏
え
い
等
の
事
件
が

発
生
し
た
場
合
は
総
務
課
長

に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
私
が
町
長
に
就
任
し

て
か
ら
現
在
ま
で
、
個
人
情

報
漏
え
い
等
が
発
生
し
た
と

い
う
報
告
は
な
い
。

　
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ

く
安
全
管
理
措
置
の
ル
ー
ル

整
備
と
運
用
は
。

　
個
人
情
報
保
護
法
に
特
化

し
た
規
程
は
整
備
中
で
あ

り
、
現
在
は
五
戸
町
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に

て
対
応
。

　
当
該
新
た
な
規
程
は
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
作

成
、
４
月
１
日
か
ら
運
用
開

始
予
定
。

　
　　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
計
画
と

進
捗
は
。

　
令
和
２
年
度
に
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
い
、
子
育
て
世
代
か

ら「
未
就
学
児
童
を
安
心
し

て
遊
ば
せ
ら
れ
る
施
設
」と

い
う
強
い
要
望
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
基
づ
い
た
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
、
令
和
６
年
度
中
の

完
成
を
目
指
し
て
進
め
て
い

る
。
令
和
６
年
６
月
頃
ま
で

を
目
途
に
工
事
発
注
を
行
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
調
整
中
。

　
現
在
の
木
村
秀
政
ホ
ー
ル

内
の
展
示
物
の
取
扱
い
は
。

　
展
示
物
は
み
ら
い
パ
ー
ク

施
設
内
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
、
書
籍
類
は
本
館

に
木
村
秀
政
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
展
示
す
る
予
定
。

　
引
き
続
き
木
村
秀
政
博
士

の
功
績
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
機
会
を
維
持
し
て
い
き

た
い
。

たかおく ひろあき

髙奥　浩明 議員
　
公
募
中
の
運
営
候
補
者
の

動
向
は
。

　
12
月
８
日
か
ら
運
営
候
補

者
の
募
集
を
開
始
し
、
締
切

り
を
翌
年
１
月
22
日
と
し
て

い
る
。
決
定
は
２
月
２
日
を

予
定
。

　
免
税
軽
油
申
請
時
に
、
産

直
施
設
へ
の
農
産
物
出
荷
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
い

た
が
、
集
計
結
果
は
。

　
１
０
２
名
の
方
か
ら
回
答

を
得
ら
れ
た
。
結
果
は
「
出

荷
し
て
も
良
い
27
％
」、「
集

荷
し
て
く
れ
る
な
ら
出
荷
し

て
も
良
い
17
％
」
で
あ
り
、

出
荷
可
能
性
が
あ
る
方
は
計

44
％
だ
っ
た
。
主
な
出
荷
作

物
は
米
、
な
が
い
も
、
ご
ぼ

う
、
に
ん
に
く
等
で
、
通
年

で
出
荷
可
能
と
思
わ
れ
る
。

　
産
直
施
設
の
み
な
ら
ず
、

医
療
施
設
を
誘
致
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
誘
致
に
至
っ
た

経
緯
は
。

　
令
和
４
年
夏
ご
ろ
か
ら
診

療
所
建
設
を
検
討
中
の
コ
ン

サ
ル
会
社
か
ら「
県
道
20
号

線
沿
い
に
診
療
所
建
設
を
計

画
中
だ
が
、
用
地
交
渉
中
の

地
権
者
に
断
ら
れ
た
」と
今

年
に
入
っ
て
連
絡
が
あ
っ

た
。
本
産
直
用
地
の
地
権
者

に
説
明
し
、
産
直
実
行
委
員

会
と
協
議
を
重
ね
、
賛
同
が

得
ら
れ
た
の
で
、
上
市
川
地

区
を
、
農
業
を
維
持
発
展
し

て
い
く
た
め
の「
食
と
健
康

の
拠
点
」と
し
て
位
置
づ
け

る
方
向
と
し
た
い
。

　
産
直
稼
働
後
に
発
生
す
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト（
光
熱

水
費
、
修
理
・
修
繕
）の
算

定
は
い
か
が
か
、
ま
た
、
そ

の
負
担
者
は
。

　
執
行
中
の
実
施
設
計
に
て

建
物
の
規
模
が
確
定
す
る
こ

と
で
そ
れ
ら
の
算
定
が
可
能

に
な
る
。
収
益
施
設
部
分
は

運
営
者
の
負
担
、
公
益
施
設

部
分
及
び
施
設
の
大
規
模
修

繕
は
町
の
負
担
と
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
空
き
家
調
査
の
期
間
、
調

査
会
社
、
調
査
結
果
は
。

　
業
務
委
託
契
約
先
の
㈱
ゼ

ン
リ
ン
東
北
支
社
が
、
７
月

３
日
か
ら
８
月
４
日
ま
で
町

内
全
域
を
対
象
に
実
施
。
結

果
は
空
き
家
総
数
８
２
２
軒
、

う
ち
店
舗
併
用
住
宅
78
軒
。

　
所
有
者
不
明
の
空
き
家
、

空
き
店
舗
の
軒
数
は
。

　
ま
た
、
不
明
と
な
っ
た
原

因
と
対
策
は
。

　
総
数
は
61
軒
、
う
ち
店
舗

併
用
住
宅
は
５
軒
。

　
原
因
は
事
案
ご
と
に
存
在

す
る
が
、
主
に
相
続
手
続
き

の
放
置
が
考
え
ら
れ
、
対
策

に
つ
い
て
は
財
産
管
理
人
制

度
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

　
空
き
家
等
の
放
置
は
防
犯
、

防
災
上
悪
影
響
が
あ
る
。
そ

の
対
策
は
。

　
所
有
者
意
向
調
査
結
果
を

基
に
、
五
戸
町
空
き
家
等
対

策
計
画
策
定
協
議
会
に
て
対

策
の
指
針
を
策
定
す
る
予
定
。

　
現
在
空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
軒
数
は
。
ま
た
、
問
合
せ

件
数
の
推
移
は
。

　
登
録
は
９
軒
、
問
合
せ
は

11
件
。
前
年
度
よ
り
新
規
登

録
２
軒
の
減
、
問
合
せ
件
数

１
件
の
増
で
あ
っ
た
。

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

◆五戸町公式ＳＮＳの活用状況は
町長　「ＳＮＳごとの対象者と情報発信」
　　　という運用を模索している

町公式ＳＮＳ

Instagram（インスタグラム）

Facebook（フェイスブック）

X（エックス）※旧Twitter（ツイッター）

LINE（ライン）

登録者数

3 7 2 名

3 6 名

1 9 2 名

1 1 0 名

質
問
要
旨

　
計
画
中
の
産
直
施
設
は

町
民
の
関
心
・
期
待
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
現

在
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

質
問
要
旨

　

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
空

き
家
等
の
活
用
・
対
策
に
つ
い

て
、
実
施
さ
れ
た
空
き
家
調

査
の
結
果
と
併
せ
て
伺
う
。
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一般質問一般質問

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

②

質
問 

④

質
問 

⑤

質
問 

③

質
問 

①

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

④

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

◆
増
加
す
る
空
き
家
等
の
対
策
は

　町
長
　
対
策
計
画
を
策
定
す
る
予
定

◆
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　安
全
管
理
措
置
は

　町
長
　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
の

　
　
　
　
新
た
な
規
程
運
用
を
目
指
す

◆
上
市
川
地
区
に
計
画
中
の
産
直
施
設
の
進
捗
状
況
は

　町
長
　
公
募
中
の
運
営
候
補
者
と
細
部
を
協
議
し
て
進
め
る

◆
木
村
秀
政
ホ
ー
ル
の
今
後
は

　町
長
　
来
年
度
中
の
改
修
を
目
指
す

　
　
　
　
既
存
の
展
示
物
は
施
設
内
に

　
　
　
　
展
示
予
定
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産
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の
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と
建
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費
は
。
ま
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、
冷
蔵
庫
、

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
等
備
品
類
は
。

　
事
業
用
地
を
約
１
５
，０
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０
㎡
、
直
売
施
設
の
建
物

面
積
上
限
を
８
０
０
㎡
と
設

定
。
建
物
工
事
費
上
限
は
３
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円
、
備
品
・
什
器
・
シ
ス
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関
係
の
導
入
費
上
限
は

１
億
円
と
す
る
。
備
品
関
係

は
選
定
さ
れ
た
運
営
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補
者

者（
公
募
中
）と
協
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る
。

　
五
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の
方

針（
目
的
、
対
象
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現
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発
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数
、
内
容
、
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用
者

数
等
）は
。

　
ど
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も
町
内
外
を
問
わ
ず

五
戸
町
に
関
心
の
あ
る
人
を

想
定
し
、
行
政
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
週
１
回
以
上
配
信
。

　
今
後「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ご
と
の
対

象
者
と
情
報
発
信
」（
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
は
町
内
の
人
向
け
、
等
）

が
必
要
と
考
え
、
検
討
中
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
防
災

無
線
等
の
予
備
通
信
手
段
と

し
て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
。

　
臨
時
的
な
代
替
手
段
と
し

て
は
有
効
と
考
え
る
が
、
現

時
点
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
機
能
や
効

果
を
す
べ
て
把
握
し
て
活
用

で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
今
後
検
討
を
重
ね
る
必

要
が
あ
る
。

　
過
去
、
五
戸
町
に
お
け
る

個
人
情
報
漏
え
い
の
有
無

は
。

　
五
戸
町
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
よ
り
個

人
情
報
漏
え
い
等
の
事
件
が

発
生
し
た
場
合
は
総
務
課
長

に
報
告
す
る
こ
と
に
な
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て

い
る
。
私
が
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長
に
就
任
し
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現
在
ま
で
、
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漏
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し
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と
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。
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保
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用
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。
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し
た
規
程
は
整
備
中
で
あ

り
、
現
在
は
五
戸
町
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
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対
応
。

　
当
該
新
た
な
規
程
は
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
作

成
、
４
月
１
日
か
ら
運
用
開

始
予
定
。

　
　　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
計
画
と

進
捗
は
。

　
令
和
２
年
度
に
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
い
、
子
育
て
世
代
か

ら「
未
就
学
児
童
を
安
心
し

て
遊
ば
せ
ら
れ
る
施
設
」と

い
う
強
い
要
望
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
基
づ
い
た
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
、
令
和
６
年
度
中
の

完
成
を
目
指
し
て
進
め
て
い

る
。
令
和
６
年
６
月
頃
ま
で

を
目
途
に
工
事
発
注
を
行
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
調
整
中
。

　
現
在
の
木
村
秀
政
ホ
ー
ル

内
の
展
示
物
の
取
扱
い
は
。

　
展
示
物
は
み
ら
い
パ
ー
ク

施
設
内
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
、
書
籍
類
は
本
館

に
木
村
秀
政
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
展
示
す
る
予
定
。

　
引
き
続
き
木
村
秀
政
博
士

の
功
績
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
機
会
を
維
持
し
て
い
き

た
い
。

たかおく ひろあき

髙奥　浩明 議員
　
公
募
中
の
運
営
候
補
者
の

動
向
は
。

　
12
月
８
日
か
ら
運
営
候
補

者
の
募
集
を
開
始
し
、
締
切

り
を
翌
年
１
月
22
日
と
し
て

い
る
。
決
定
は
２
月
２
日
を

予
定
。

　
免
税
軽
油
申
請
時
に
、
産

直
施
設
へ
の
農
産
物
出
荷
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
い

た
が
、
集
計
結
果
は
。

　
１
０
２
名
の
方
か
ら
回
答

を
得
ら
れ
た
。
結
果
は
「
出

荷
し
て
も
良
い
27
％
」、「
集

荷
し
て
く
れ
る
な
ら
出
荷
し

て
も
良
い
17
％
」
で
あ
り
、

出
荷
可
能
性
が
あ
る
方
は
計

44
％
だ
っ
た
。
主
な
出
荷
作

物
は
米
、
な
が
い
も
、
ご
ぼ

う
、
に
ん
に
く
等
で
、
通
年

で
出
荷
可
能
と
思
わ
れ
る
。

　
産
直
施
設
の
み
な
ら
ず
、

医
療
施
設
を
誘
致
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
誘
致
に
至
っ
た

経
緯
は
。

　
令
和
４
年
夏
ご
ろ
か
ら
診

療
所
建
設
を
検
討
中
の
コ
ン

サ
ル
会
社
か
ら「
県
道
20
号

線
沿
い
に
診
療
所
建
設
を
計

画
中
だ
が
、
用
地
交
渉
中
の

地
権
者
に
断
ら
れ
た
」と
今

年
に
入
っ
て
連
絡
が
あ
っ

た
。
本
産
直
用
地
の
地
権
者

に
説
明
し
、
産
直
実
行
委
員

会
と
協
議
を
重
ね
、
賛
同
が

得
ら
れ
た
の
で
、
上
市
川
地

区
を
、
農
業
を
維
持
発
展
し

て
い
く
た
め
の「
食
と
健
康

の
拠
点
」と
し
て
位
置
づ
け

る
方
向
と
し
た
い
。

　
産
直
稼
働
後
に
発
生
す
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト（
光
熱

水
費
、
修
理
・
修
繕
）の
算

定
は
い
か
が
か
、
ま
た
、
そ

の
負
担
者
は
。

　
執
行
中
の
実
施
設
計
に
て

建
物
の
規
模
が
確
定
す
る
こ

と
で
そ
れ
ら
の
算
定
が
可
能

に
な
る
。
収
益
施
設
部
分
は

運
営
者
の
負
担
、
公
益
施
設

部
分
及
び
施
設
の
大
規
模
修

繕
は
町
の
負
担
と
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
空
き
家
調
査
の
期
間
、
調

査
会
社
、
調
査
結
果
は
。

　
業
務
委
託
契
約
先
の
㈱
ゼ

ン
リ
ン
東
北
支
社
が
、
７
月

３
日
か
ら
８
月
４
日
ま
で
町

内
全
域
を
対
象
に
実
施
。
結

果
は
空
き
家
総
数
８
２
２
軒
、

う
ち
店
舗
併
用
住
宅
78
軒
。

　
所
有
者
不
明
の
空
き
家
、

空
き
店
舗
の
軒
数
は
。

　
ま
た
、
不
明
と
な
っ
た
原

因
と
対
策
は
。

　
総
数
は
61
軒
、
う
ち
店
舗

併
用
住
宅
は
５
軒
。

　
原
因
は
事
案
ご
と
に
存
在

す
る
が
、
主
に
相
続
手
続
き

の
放
置
が
考
え
ら
れ
、
対
策

に
つ
い
て
は
財
産
管
理
人
制

度
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

　
空
き
家
等
の
放
置
は
防
犯
、

防
災
上
悪
影
響
が
あ
る
。
そ

の
対
策
は
。

　
所
有
者
意
向
調
査
結
果
を

基
に
、
五
戸
町
空
き
家
等
対

策
計
画
策
定
協
議
会
に
て
対

策
の
指
針
を
策
定
す
る
予
定
。

　
現
在
空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
軒
数
は
。
ま
た
、
問
合
せ

件
数
の
推
移
は
。

　
登
録
は
９
軒
、
問
合
せ
は

11
件
。
前
年
度
よ
り
新
規
登

録
２
軒
の
減
、
問
合
せ
件
数

１
件
の
増
で
あ
っ
た
。

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

◆五戸町公式ＳＮＳの活用状況は
町長　「ＳＮＳごとの対象者と情報発信」
　　　という運用を模索している

町公式ＳＮＳ

Instagram（インスタグラム）

Facebook（フェイスブック）

X（エックス）※旧Twitter（ツイッター）

LINE（ライン）

登録者数

3 7 2 名

3 6 名

1 9 2 名

1 1 0 名

質
問
要
旨

　
計
画
中
の
産
直
施
設
は

町
民
の
関
心
・
期
待
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
現

在
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

質
問
要
旨

　

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
空

き
家
等
の
活
用
・
対
策
に
つ
い

て
、
実
施
さ
れ
た
空
き
家
調

査
の
結
果
と
併
せ
て
伺
う
。

©東京ハイジ／五戸町

一般質問一般質問

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

②

質
問 

④

質
問 

⑤

質
問 

③

質
問 

①

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

答 
若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

④

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

◆
増
加
す
る
空
き
家
等
の
対
策
は

　町
長
　
対
策
計
画
を
策
定
す
る
予
定

◆
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　安
全
管
理
措
置
は

　町
長
　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
の

　
　
　
　
新
た
な
規
程
運
用
を
目
指
す

◆
上
市
川
地
区
に
計
画
中
の
産
直
施
設
の
進
捗
状
況
は

　町
長
　
公
募
中
の
運
営
候
補
者
と
細
部
を
協
議
し
て
進
め
る

◆
木
村
秀
政
ホ
ー
ル
の
今
後
は

　町
長
　
来
年
度
中
の
改
修
を
目
指
す

　
　
　
　
既
存
の
展
示
物
は
施
設
内
に

　
　
　
　
展
示
予
定



⑨ ごのへ議会だより 第50号 ごのへ議会だより 第50号 ⑧

　
令
和
７
年
度
開
業
予
定
の

上
市
川
地
区
の
産
直
施
設
に

つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な

体
制
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
の
か
。

　
産
直
施
設
整
備
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
、
委
員
会

が
主
体
と
な
っ
て
様
々
な
案

を
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
八

戸
農
協
の
女
性
部
の
方
、
町

内
製
造
業
２
社
、
町
外
の
会

社
２
社（
コ
ン
サ
ル
、
町
づ

く
り
関
係
）、
町
内
農
家
３

名
、
ふ
れ
あ
い
市
か
ら
１
名

と
い
う
構
成
で
あ
る
。

　
実
行
委
員
会
の
お
名
前
を

拝
見
す
る
と
、
今
の
五
戸
で

考
え
ら
れ
る
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
メ
ン

バ
ー
が
考
案
し
た
案
が
実
現

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
産
直
施

設
も
心
か
ら
応
援
で
き
る
。

　
し
か
し
そ
の
中
で
突
然「
医

療
施
設
を
併
設
す
る
」と
い

う
話
が
出
て
き
た
。
こ
れ
は

実
行
委
員
会
も
承
諾
し
て
い

る
話
な
の
か
。

　
医
療
施
設
の
併
設
に
つ
い

て
は
確
か
に
後
か
ら
出
て
き

た
話
で
あ
る
が
、
実
行
委
員

会
に
も
説
明
し
て
ご
理
解
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
説
明
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
委
員
会
の
案

を
ま
と
め
た
時
期
と
重
な
っ

た
た
め
委
員
会
の
皆
様
か
ら

も
様
々
ご
意
見
が
あ
っ
た

が
、
医
療
施
設
の
必
要
性
を

丁
寧
に
説
明
し
、
ご
理
解
い

た
だ
け
た
と
考
え
て
い
る
。

 

こ
の
実
行
委
員
会
に
は
現

代
型
の
企
画
立
案
が
で
き
る

〝
人
財
〞
が
集
ま
っ
て
い
る
。

施
設
の
効
果
を
最
大
化
す
る

た
め
に
細
部
ま
で
綿
密
に
考

え
ら
れ
た
計
画
に
対
し
、
後

か
ら「
こ
れ
を
追
加
し
た
い
」

と
い
う
申
出
を
し
て
し
ま
う

と
全
て
が
崩
れ
て
し
ま
う
お

そ
れ
が
あ
る
。
実
行
委
員
会

の
方
々
が
困
惑
さ
れ
た
の
は

想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の

方
々
に
は
今
後
も
町
づ
く
り

に
関
与
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、
今
回
の
件
に
関

す
る
ケ
ア
な
ど
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

 

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
今
後

も
様
々
な
事
業
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
今
回
の
医
療
施
設
の
件

も
様
々
な
状
況
の
変
化
か
ら

決
断
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
旨
は
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
産
直
施
設
は
現
在

運
営
者
の
公
募
中
で
あ
る

が
、
運
営
者
決
定
後
も
実
行

委
員
会
の
方
々
に
は
何
ら
か

の
形
で
関
わ
っ
て
い
た
だ

き
、
産
直
施
設
の
成
功
に
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

 

　
先
日「
五
之
魂
」と
い
う
、

楽
し
み
な
が
ら
街
づ
く
り
に

取
り
組
も
う
と
い
う
町
民
活

動
の
会
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、

青
い
森
信
用
金
庫
五
戸
支
店

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
役
場

の
若
手
職
員
か
ら
の
案
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。
旧
・
ま

ち
の
駅
構
想
に
近
い
案
も
あ

り
、
こ
の
会
で
の
評
価
は
な

か
な
か
良
か
っ
た
よ
う
に
感

じ
た
。
旧
・
ま
ち
の
駅
構
想
も

立
地
だ
け
が
問
題
で
あ
り
、

機
能
面
は
町
の
人
も
求
め
て

い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

こ
の
銀
行
跡
地
で
現
在
凍
結

中
の
ま
ち
の
駅
構
想
を
復
活

さ
せ
る
こ
と
は
あ
る
か
。

 

ま
ち
の
駅
構
想
は
、
商
店

街
へ
の
人
の
流
入
、
観
光
客

の
増
加
、
子
育
て
世
帯
の
相

互
交
流
な
ど
を
目
的
と
し
た

施
設
で
あ
る
。
現
在
の
町
の

計
画
に
は
木
村
秀
政
ホ
ー
ル

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
子
育
て
世
帯
の
相
互
交

流
が
で
き
る
場
所
に
な
る
予

定
で
あ
る
。
銀
行
跡
地
に
ま

ち
の
駅
を
作
る
と
、
近
い
距

離
で
似
た
機
能
が
置
か
れ
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
現
実
的

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

 

旧
・
ま
ち
の
駅
構
想
の
際

に
は
町
民
か
ら
た
く
さ
ん
の

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
た
。

あ
れ
か
ら
数
年
経
つ
が
、
当

時
要
求
さ
れ
て
い
た
機
能
は

現
在
も
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
と
思
う
。
改
め
て

当
時
の
要
望
の
棚
卸
し
を
し

て
、
ま
ち
の
駅
と
は
違
う
形

で
要
望
に
応
え
て
も
ら
う
よ

う
に
、
今
後
の
計
画
・
立
案

を
お
願
い
し
た
い
。

かわさき しちひろ

川﨑　七洋 議員
　
五
戸
町
に
お
い
て
令
和
４

年
４
月
１
日
よ
り
、
町
と
し
て

は
県
内
２
番
目
と
な
る
手
話

言
語
条
例
が
施
行
さ
れ
た
。

　
条
例
を
推
進
す
る
た
め
の

取
組
は
。

　
地
元
の
手
話
サ
ー
ク
ル「
さ

く
ら
の
会
」及
び
五
戸
町
聴

覚
障
害
者
の
会
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
団
体
等
と
連
携

し
、
次
の
３
本
の
柱
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

①
普
及
活
動
へ
の
事
業
支
援

　
関
係
団
体
等
に
よ
り
、
町

内
教
育
機
関
へ
の
手
話
出
前

講
座
や
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
の
手
話
普
及
番
組
の
制

作
、
町
内
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
等
で
手
話
普
及

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
普
及
活
動

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

②
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援

　
ろ
う
者
へ
の
手
話
通
訳
者

派
遣
の
負
担
支
援
。

③
人
材
育
成

　
手
話
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
す
方
が
各
種
研
修
へ
参

加
す
る
際
の
費
用
支
援
を
実

施
。
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

で
手
話
を
使
い
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
町
職
員
に

対
す
る
研
修
会
を
実
施
。

　
今
後
も
こ
れ
ら
取
組
を
推

進
し
、
条
例
が
形
骸
化
し
な
い

よ
う
総
合
的
に
取
り
組
む
。

　
役
場
入
口
に
あ
る
デ
フ
ア

ス
リ
ー
ト
佐
々
木
琢
磨
さ
ん

の
展
示
物
を
生
か
し
て
、
手

話
言
語
条
例
の
認
知
度
を
高

め
る
べ
き
で
は
。

　
関
係
部
局
に
情
報
提
供
を

行
っ
て
佐
々
木
さ
ん
の
奮
闘

が
伝
わ
る
展
示
に
つ
な
げ
た

い
。
ま
た
、
そ
れ
が
手
話
の

理
解
や
普
及
の
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
も
期
待
し
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

町
が
抱
え
る
問
題
点
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
が

普
及
し
、
全
国
的
に
納
税
額

が
増
加
し
て
い
る
。
今
後
も

寄
附
額
が
伸
び
る
こ
と
を
想

定
し
た
場
合
、
寄
附
に
対
す

る
返
礼
品
の
確
保
が
問
題
と

な
る
。

　
特
に
り
ん
ご
は
、
令
和
４

年
度
に
提
供
し
た
返
礼
品
の

品
目
ご
と
の
実
績
で
、
寄
附

額
の
６
割
、
寄
附
件
数
の
７

割
を
占
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
町
内
の
栽
培
面

積
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
返

礼
品
に
向
け
る
数
量
の
確
保

が
難
し
く
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。

　
増
え
る
寄
附
額
に
対
す
る

返
礼
品
の
確
保
を
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

　
昨
年
度
の
実
績
で
は
、
五

戸
町
内
で
生
産
さ
れ
る
農
畜

産
物
及
び
そ
の
加
工
品
が
返

礼
品
の
９
割
以
上
を
占
め
て

い
る
。
今
後
も
農
畜
産
物
が

主
力
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
が
、
町
内
で
製
作
さ

れ
る
工
芸
品
や
工
業
製
品
等

に
も
視
野
を
広
げ
、
新
た
な

魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開
発
を

進
め
た
い
。

　
町
内
の
石
材
店
が
墓
守
の

役
務
を
返
礼
品
に
し
て
い
て

面
白
い
。
各
事
業
者
に
、
役

務
を
返
礼
品
に
す
る
働
き
か

け
を
し
て
み
て
は
い
か
が

か
。

すず き りゅう や

鈴木　隆也 議員

　
五
戸
町
に
お
い
て
手
話

言
語
条
例
は
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
条
例
の
目
的
等

は
次
の
通
り
で
す
。

（
一
部
抜
粋
）

（
目
的
）

　
手
話
が
言
語
で
あ
る
と

の
認
識
に
基
づ
き
、
地
域

に
お
い
て
手
話
へ
の
理
解

及
び
普
及
を
通
じ
、
手
話

の
使
用
し
や
す
い
環
境
の

構
築
に
関
し
て
、
基
本
理

念
を
定
め
、
心
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
基
本
理
念
）

　
ろ
う
者
及
び
ろ
う
者
以

外
の
者
が
、
相
互
に
人
格

及
び
個
性
、
特
性
を
尊
重

し
あ
い
な
が
ら
心
豊
か
に

共
生
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
、
ろ
う
者
の
意
思
疎

通
を
行
う
権
利
を
尊
重
し

手
話
の
普
及
を
図
る
。

（
町
の
役
割
）

　
町
は
、
手
話
及
び
手
話

に
関
わ
る
者
へ
の
理
解
を

深
め
、
ろ
う
者
が
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
手
話
を
使
用
し
、

自
立
し
た
日
常
生
活
や
地

域
に
お
け
る
社
会
参
加
を

す
る
た
め
の
必
要
な
施
策

を
推
進
す
る
。

（
町
民
の
役
割
）

　
町
民
は
、
基
本
理
念
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
手

話
に
関
す
る
町
の
施
策
に

協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。
ま
た
、
手
話
に

対
す
る
理
解
の
促
進
及
び

手
話
の
普
及
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

人という貴重な財産を、
大切にしていきたい

一般質問一般質問

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

答 

志
村
福
祉
課
長 

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

質
問 

①

要 

望
意 

見

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
の
課
題
は

　町
長

　り
ん
ご
な
ど
の
農
産
物
に
並
ぶ
、

　
　
　
　魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開
発

◆
産
直
施
設
整
備
実
行
委
員
会
に
集
ま
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　優
秀
な
〝
人
財
〞
を
大
切
に
す
べ
き

　町
長

　今
後
も
産
直
施
設
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

◆
青
い
森
信
用
金
庫
跡
地
で

　
　旧
・
ま
ち
の
駅
構
想
の
再
考
は

　町
長

　凍
結
解
除
は
考
え
な
い
が…

◆手話言語条例への取組は
町長　形骸化することのないよう総合的に
　　　取り組んでいる



⑨ ごのへ議会だより 第50号 ごのへ議会だより 第50号 ⑧

　
令
和
７
年
度
開
業
予
定
の

上
市
川
地
区
の
産
直
施
設
に

つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な

体
制
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
の
か
。

　
産
直
施
設
整
備
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
、
委
員
会

が
主
体
と
な
っ
て
様
々
な
案

を
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
八

戸
農
協
の
女
性
部
の
方
、
町

内
製
造
業
２
社
、
町
外
の
会

社
２
社（
コ
ン
サ
ル
、
町
づ

く
り
関
係
）、
町
内
農
家
３

名
、
ふ
れ
あ
い
市
か
ら
１
名

と
い
う
構
成
で
あ
る
。

　
実
行
委
員
会
の
お
名
前
を

拝
見
す
る
と
、
今
の
五
戸
で

考
え
ら
れ
る
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
メ
ン

バ
ー
が
考
案
し
た
案
が
実
現

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
産
直
施

設
も
心
か
ら
応
援
で
き
る
。

　
し
か
し
そ
の
中
で
突
然「
医

療
施
設
を
併
設
す
る
」と
い

う
話
が
出
て
き
た
。
こ
れ
は

実
行
委
員
会
も
承
諾
し
て
い

る
話
な
の
か
。

　
医
療
施
設
の
併
設
に
つ
い

て
は
確
か
に
後
か
ら
出
て
き

た
話
で
あ
る
が
、
実
行
委
員

会
に
も
説
明
し
て
ご
理
解
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
説
明
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
委
員
会
の
案

を
ま
と
め
た
時
期
と
重
な
っ

た
た
め
委
員
会
の
皆
様
か
ら

も
様
々
ご
意
見
が
あ
っ
た

が
、
医
療
施
設
の
必
要
性
を

丁
寧
に
説
明
し
、
ご
理
解
い

た
だ
け
た
と
考
え
て
い
る
。

 

こ
の
実
行
委
員
会
に
は
現

代
型
の
企
画
立
案
が
で
き
る

〝
人
財
〞
が
集
ま
っ
て
い
る
。

施
設
の
効
果
を
最
大
化
す
る

た
め
に
細
部
ま
で
綿
密
に
考

え
ら
れ
た
計
画
に
対
し
、
後

か
ら「
こ
れ
を
追
加
し
た
い
」

と
い
う
申
出
を
し
て
し
ま
う

と
全
て
が
崩
れ
て
し
ま
う
お

そ
れ
が
あ
る
。
実
行
委
員
会

の
方
々
が
困
惑
さ
れ
た
の
は

想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の

方
々
に
は
今
後
も
町
づ
く
り

に
関
与
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、
今
回
の
件
に
関

す
る
ケ
ア
な
ど
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

 

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
今
後

も
様
々
な
事
業
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
今
回
の
医
療
施
設
の
件

も
様
々
な
状
況
の
変
化
か
ら

決
断
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
旨
は
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
産
直
施
設
は
現
在

運
営
者
の
公
募
中
で
あ
る

が
、
運
営
者
決
定
後
も
実
行

委
員
会
の
方
々
に
は
何
ら
か

の
形
で
関
わ
っ
て
い
た
だ

き
、
産
直
施
設
の
成
功
に
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

 

　
先
日「
五
之
魂
」と
い
う
、

楽
し
み
な
が
ら
街
づ
く
り
に

取
り
組
も
う
と
い
う
町
民
活

動
の
会
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、

青
い
森
信
用
金
庫
五
戸
支
店

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
役
場

の
若
手
職
員
か
ら
の
案
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。
旧
・
ま

ち
の
駅
構
想
に
近
い
案
も
あ

り
、
こ
の
会
で
の
評
価
は
な

か
な
か
良
か
っ
た
よ
う
に
感

じ
た
。
旧
・
ま
ち
の
駅
構
想
も

立
地
だ
け
が
問
題
で
あ
り
、

機
能
面
は
町
の
人
も
求
め
て

い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

こ
の
銀
行
跡
地
で
現
在
凍
結

中
の
ま
ち
の
駅
構
想
を
復
活

さ
せ
る
こ
と
は
あ
る
か
。

 

ま
ち
の
駅
構
想
は
、
商
店

街
へ
の
人
の
流
入
、
観
光
客

の
増
加
、
子
育
て
世
帯
の
相

互
交
流
な
ど
を
目
的
と
し
た

施
設
で
あ
る
。
現
在
の
町
の

計
画
に
は
木
村
秀
政
ホ
ー
ル

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
子
育
て
世
帯
の
相
互
交

流
が
で
き
る
場
所
に
な
る
予

定
で
あ
る
。
銀
行
跡
地
に
ま

ち
の
駅
を
作
る
と
、
近
い
距

離
で
似
た
機
能
が
置
か
れ
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
現
実
的

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

 

旧
・
ま
ち
の
駅
構
想
の
際

に
は
町
民
か
ら
た
く
さ
ん
の

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
た
。

あ
れ
か
ら
数
年
経
つ
が
、
当

時
要
求
さ
れ
て
い
た
機
能
は

現
在
も
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
と
思
う
。
改
め
て

当
時
の
要
望
の
棚
卸
し
を
し

て
、
ま
ち
の
駅
と
は
違
う
形

で
要
望
に
応
え
て
も
ら
う
よ

う
に
、
今
後
の
計
画
・
立
案

を
お
願
い
し
た
い
。

かわさき しちひろ

川﨑　七洋 議員
　
五
戸
町
に
お
い
て
令
和
４

年
４
月
１
日
よ
り
、
町
と
し
て

は
県
内
２
番
目
と
な
る
手
話

言
語
条
例
が
施
行
さ
れ
た
。

　
条
例
を
推
進
す
る
た
め
の

取
組
は
。

　
地
元
の
手
話
サ
ー
ク
ル「
さ

く
ら
の
会
」及
び
五
戸
町
聴

覚
障
害
者
の
会
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
団
体
等
と
連
携

し
、
次
の
３
本
の
柱
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

①
普
及
活
動
へ
の
事
業
支
援

　
関
係
団
体
等
に
よ
り
、
町

内
教
育
機
関
へ
の
手
話
出
前

講
座
や
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
の
手
話
普
及
番
組
の
制

作
、
町
内
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
等
で
手
話
普
及

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
普
及
活
動

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

②
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援

　
ろ
う
者
へ
の
手
話
通
訳
者

派
遣
の
負
担
支
援
。

③
人
材
育
成

　
手
話
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
す
方
が
各
種
研
修
へ
参

加
す
る
際
の
費
用
支
援
を
実

施
。
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

で
手
話
を
使
い
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
町
職
員
に

対
す
る
研
修
会
を
実
施
。

　
今
後
も
こ
れ
ら
取
組
を
推

進
し
、
条
例
が
形
骸
化
し
な
い

よ
う
総
合
的
に
取
り
組
む
。

　
役
場
入
口
に
あ
る
デ
フ
ア

ス
リ
ー
ト
佐
々
木
琢
磨
さ
ん

の
展
示
物
を
生
か
し
て
、
手

話
言
語
条
例
の
認
知
度
を
高

め
る
べ
き
で
は
。

　
関
係
部
局
に
情
報
提
供
を

行
っ
て
佐
々
木
さ
ん
の
奮
闘

が
伝
わ
る
展
示
に
つ
な
げ
た

い
。
ま
た
、
そ
れ
が
手
話
の

理
解
や
普
及
の
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
も
期
待
し
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

町
が
抱
え
る
問
題
点
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
が

普
及
し
、
全
国
的
に
納
税
額

が
増
加
し
て
い
る
。
今
後
も

寄
附
額
が
伸
び
る
こ
と
を
想

定
し
た
場
合
、
寄
附
に
対
す

る
返
礼
品
の
確
保
が
問
題
と

な
る
。

　
特
に
り
ん
ご
は
、
令
和
４

年
度
に
提
供
し
た
返
礼
品
の

品
目
ご
と
の
実
績
で
、
寄
附

額
の
６
割
、
寄
附
件
数
の
７

割
を
占
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
町
内
の
栽
培
面

積
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
返

礼
品
に
向
け
る
数
量
の
確
保

が
難
し
く
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。

　
増
え
る
寄
附
額
に
対
す
る

返
礼
品
の
確
保
を
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

　
昨
年
度
の
実
績
で
は
、
五

戸
町
内
で
生
産
さ
れ
る
農
畜

産
物
及
び
そ
の
加
工
品
が
返

礼
品
の
９
割
以
上
を
占
め
て

い
る
。
今
後
も
農
畜
産
物
が

主
力
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
が
、
町
内
で
製
作
さ

れ
る
工
芸
品
や
工
業
製
品
等

に
も
視
野
を
広
げ
、
新
た
な

魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開
発
を

進
め
た
い
。

　
町
内
の
石
材
店
が
墓
守
の

役
務
を
返
礼
品
に
し
て
い
て

面
白
い
。
各
事
業
者
に
、
役

務
を
返
礼
品
に
す
る
働
き
か

け
を
し
て
み
て
は
い
か
が

か
。

すず き りゅう や

鈴木　隆也 議員

　
五
戸
町
に
お
い
て
手
話

言
語
条
例
は
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
条
例
の
目
的
等

は
次
の
通
り
で
す
。

（
一
部
抜
粋
）

（
目
的
）

　
手
話
が
言
語
で
あ
る
と

の
認
識
に
基
づ
き
、
地
域

に
お
い
て
手
話
へ
の
理
解

及
び
普
及
を
通
じ
、
手
話

の
使
用
し
や
す
い
環
境
の

構
築
に
関
し
て
、
基
本
理

念
を
定
め
、
心
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
基
本
理
念
）

　
ろ
う
者
及
び
ろ
う
者
以

外
の
者
が
、
相
互
に
人
格

及
び
個
性
、
特
性
を
尊
重

し
あ
い
な
が
ら
心
豊
か
に

共
生
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
、
ろ
う
者
の
意
思
疎

通
を
行
う
権
利
を
尊
重
し

手
話
の
普
及
を
図
る
。

（
町
の
役
割
）

　
町
は
、
手
話
及
び
手
話

に
関
わ
る
者
へ
の
理
解
を

深
め
、
ろ
う
者
が
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
手
話
を
使
用
し
、

自
立
し
た
日
常
生
活
や
地

域
に
お
け
る
社
会
参
加
を

す
る
た
め
の
必
要
な
施
策

を
推
進
す
る
。

（
町
民
の
役
割
）

　
町
民
は
、
基
本
理
念
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
手

話
に
関
す
る
町
の
施
策
に

協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。
ま
た
、
手
話
に

対
す
る
理
解
の
促
進
及
び

手
話
の
普
及
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

人という貴重な財産を、
大切にしていきたい

一般質問一般質問

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

①

答 
若
宮
町
長

答 
志
村
福
祉
課
長 

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

質
問 

①

要 

望
意 

見

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
の
課
題
は

　町
長

　り
ん
ご
な
ど
の
農
産
物
に
並
ぶ
、

　
　
　
　魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開
発

◆
産
直
施
設
整
備
実
行
委
員
会
に
集
ま
っ
て
い
る
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◆手話言語条例への取組は
町長　形骸化することのないよう総合的に
　　　取り組んでいる



経済常任委員会 参加委員　副委員長　大久保和夫
　　　　　委　　員　豊田　孝夫　　委　　員　沢田　良一
　　　　　委　　員　三浦專治郎
研修期間　令和５年10月16日～18日（３日間）

総務常任委員会 参加委員　委 員 長　中川原賢治　　副委員長　柏田　匡智
　　　　　委　　員　髙奥　浩明　　委　　員　和田　智也
　　　　　委　　員　鈴木　隆也　　委　　員　川村　浩昭
研修期間　令和５年10月18日～20日（３日間）

今後の町政の発展に資するため、10月に各常任委員会にて県外行政調査研修を実施しました。

⑪ ごのへ議会だより 第50号 ごのへ議会だより 第50号 ⑩

京都府
与謝野町★

 視察案件①

　「自然と共にある農業の在り方」
　人口20,128人（Ｒ５.４.１現在）、面積108.38㎢の与謝野町は、京都
府北西部の町で、日本三景「天橋立」の内海を宮津市と共有していま
す。五戸に里帰りしたＤＣ351が展示されていた町でもあります。
◆視察内容
　化学肥料が川を通じて多く海に流れることで富栄養化につながっ
てしまう。その化学肥料の低減化を図る「自然循環型農業」という、
町の自然環境を守るために推進してきた取組を視察しました。

　豆腐の製造で生じるおからを主原料とし
た有機質原料100％の「京の豆っこ肥料」が
稲作等の生産に使われ、化学肥料の低減化
を図っていました。また、その米は「京の
豆っこ米」とブランド化され農業振興に寄与
しています。この肥料を製造する加工場は
町が建設しており、与謝野町の農業に掛け
る意気込みを感じました。

京の豆っこ肥料は年間280トンから300トン製造されており、
与謝野町の自然を守りながら地元の農業も支えています。

京都府
京丹波町

★

 視察案件②

　「〝食〟でつながる地域の好循環」
　人口12,876人（Ｒ５.４.１現在）、面積303.09㎢の京丹波町は、京都
府中央部に位置し、丹波高原や府内唯一の鍾乳洞等の自然を有する
一方で京阪神など大都市圏への交通環境にも恵まれています。
◆視察内容
　人口の減少や高齢化に伴う町の活力低下という課題に対して行っ
ている、京ブランド野菜・特産品を活用した農業の６次産業化の
取組について視察しました。

　担い手不足・耕作放棄等が進行する中で、
農業経営の安定化に向けて「食える農業」を
確立するために、「丹波くり」等の特産品の
生産面の支援はもちろん、新規就農者支援
といった担い手確保の面、企業等と連携し
た販路拡大の面と、官民連携して多面的に
地元産業の成長を図っていました。〝食〟を中心に、農業、製造、流通、販売、観光等様々な分野

が連携して町の活性化を目指す総合的な取組について伺うこと
ができました。

東京都
瑞穂町★

 視察案件①
　「安心・安全のまちナンバーワンを目指して」
　人口32,134人（Ｒ５.４.１現在）、面積16.85㎢の瑞穂町は、都心か
ら西へ約40kmのところに位置する町です。横田基地、都内上位の
出荷額を誇る製造業、見る者の心を癒す狭山丘陵と、様々な空間が
混在しています。
◆視察内容
　瑞穂町が掲げる「安心・安全のまちナンバーワンを目指して」と
いう目標のもとに行われている、地震、土砂災害、航空機事故、
火災といった想定される危機への対応体制構築について視察しま
した。

　瑞穂町では元自衛官の「危機管理官」を採用
し、有事の際の指揮系統や、新庁舎設計へ
の助言などにより、ハード・ソフトの両面
で強固な体制が構築されていました。
　消防団の広報・勧誘活動による若年層団員
の確保や、防災関係団体・町民に加え病院
施設とも連携した防災訓練など五戸町でも
実践できる取組を伺うことができました。

町内に基地がある、過去に土砂災害を経験しているという背景
もあり、町全体に高い防災意識が根付いていると感じました。

愛知県
大口町

★

 視察案件②
　「中学校運動部活動の今後の在り方」
　人口24,234人（Ｒ５.４.１現在）、面積13.61㎢の大口町は、愛知県
北西部に位置し、名古屋市近郊地域でもありながら、恵まれた自然
や田園地帯が広がることから、良好な環境の住宅地として魅力ある
町です。
◆視察内容
　教員の働き方の問題に端を発した、学校の運動部活動の指導を教師
ではなく地域のクラブ指導者等が行う「地域移行」の取組について、
大口町の中学校の事例を視察しました。

　大口町の地域移行は、地元スポーツクラブ
が運動部活動の一部種目に対して技術指導
者を派遣する形でした。教員の配置は継続
していて完全移行ではないものの、現行の
制度面・安全面・教育的側面を満たしなが
ら、競技未経験教員の負担軽減になってい
ました。全課題のクリアが困難なこの問題
ですが、五戸町においても指針の一つと感じ
ました。

大口町も地域移行について試行錯誤中のようでしたが、中学校の
運動部活動は勝利至上主義ではなく、運動を通した人間形成を
図る生涯学習の一環であるということを重視されていました。

県外行政調査研修県外行政調査研修



経済常任委員会 参加委員　副委員長　大久保和夫
　　　　　委　　員　豊田　孝夫　　委　　員　沢田　良一
　　　　　委　　員　三浦專治郎
研修期間　令和５年10月16日～18日（３日間）

総務常任委員会 参加委員　委 員 長　中川原賢治　　副委員長　柏田　匡智
　　　　　委　　員　髙奥　浩明　　委　　員　和田　智也
　　　　　委　　員　鈴木　隆也　　委　　員　川村　浩昭
研修期間　令和５年10月18日～20日（３日間）

今後の町政の発展に資するため、10月に各常任委員会にて県外行政調査研修を実施しました。

⑪ ごのへ議会だより 第50号 ごのへ議会だより 第50号 ⑩
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 視察案件①

　「自然と共にある農業の在り方」
　人口20,128人（Ｒ５.４.１現在）、面積108.38㎢の与謝野町は、京都
府北西部の町で、日本三景「天橋立」の内海を宮津市と共有していま
す。五戸に里帰りしたＤＣ351が展示されていた町でもあります。
◆視察内容
　化学肥料が川を通じて多く海に流れることで富栄養化につながっ
てしまう。その化学肥料の低減化を図る「自然循環型農業」という、
町の自然環境を守るために推進してきた取組を視察しました。

　豆腐の製造で生じるおからを主原料とし
た有機質原料100％の「京の豆っこ肥料」が
稲作等の生産に使われ、化学肥料の低減化
を図っていました。また、その米は「京の
豆っこ米」とブランド化され農業振興に寄与
しています。この肥料を製造する加工場は
町が建設しており、与謝野町の農業に掛け
る意気込みを感じました。

京の豆っこ肥料は年間280トンから300トン製造されており、
与謝野町の自然を守りながら地元の農業も支えています。

京都府
京丹波町

★

 視察案件②

　「〝食〟でつながる地域の好循環」
　人口12,876人（Ｒ５.４.１現在）、面積303.09㎢の京丹波町は、京都
府中央部に位置し、丹波高原や府内唯一の鍾乳洞等の自然を有する
一方で京阪神など大都市圏への交通環境にも恵まれています。
◆視察内容
　人口の減少や高齢化に伴う町の活力低下という課題に対して行っ
ている、京ブランド野菜・特産品を活用した農業の６次産業化の
取組について視察しました。

　担い手不足・耕作放棄等が進行する中で、
農業経営の安定化に向けて「食える農業」を
確立するために、「丹波くり」等の特産品の
生産面の支援はもちろん、新規就農者支援
といった担い手確保の面、企業等と連携し
た販路拡大の面と、官民連携して多面的に
地元産業の成長を図っていました。〝食〟を中心に、農業、製造、流通、販売、観光等様々な分野

が連携して町の活性化を目指す総合的な取組について伺うこと
ができました。

東京都
瑞穂町★

 視察案件①
　「安心・安全のまちナンバーワンを目指して」
　人口32,134人（Ｒ５.４.１現在）、面積16.85㎢の瑞穂町は、都心か
ら西へ約40kmのところに位置する町です。横田基地、都内上位の
出荷額を誇る製造業、見る者の心を癒す狭山丘陵と、様々な空間が
混在しています。
◆視察内容
　瑞穂町が掲げる「安心・安全のまちナンバーワンを目指して」と
いう目標のもとに行われている、地震、土砂災害、航空機事故、
火災といった想定される危機への対応体制構築について視察しま
した。

　瑞穂町では元自衛官の「危機管理官」を採用
し、有事の際の指揮系統や、新庁舎設計へ
の助言などにより、ハード・ソフトの両面
で強固な体制が構築されていました。
　消防団の広報・勧誘活動による若年層団員
の確保や、防災関係団体・町民に加え病院
施設とも連携した防災訓練など五戸町でも
実践できる取組を伺うことができました。

町内に基地がある、過去に土砂災害を経験しているという背景
もあり、町全体に高い防災意識が根付いていると感じました。

愛知県
大口町

★

 視察案件②
　「中学校運動部活動の今後の在り方」
　人口24,234人（Ｒ５.４.１現在）、面積13.61㎢の大口町は、愛知県
北西部に位置し、名古屋市近郊地域でもありながら、恵まれた自然
や田園地帯が広がることから、良好な環境の住宅地として魅力ある
町です。
◆視察内容
　教員の働き方の問題に端を発した、学校の運動部活動の指導を教師
ではなく地域のクラブ指導者等が行う「地域移行」の取組について、
大口町の中学校の事例を視察しました。

　大口町の地域移行は、地元スポーツクラブ
が運動部活動の一部種目に対して技術指導
者を派遣する形でした。教員の配置は継続
していて完全移行ではないものの、現行の
制度面・安全面・教育的側面を満たしなが
ら、競技未経験教員の負担軽減になってい
ました。全課題のクリアが困難なこの問題
ですが、五戸町においても指針の一つと感じ
ました。

大口町も地域移行について試行錯誤中のようでしたが、中学校の
運動部活動は勝利至上主義ではなく、運動を通した人間形成を
図る生涯学習の一環であるということを重視されていました。

県外行政調査研修県外行政調査研修



町政の課題把握・解決に向けて、各常任委員会が管轄する分野の取組についての調査を行いました。

総務常任委員会 委 員 長　中川原賢治　　副委員長　柏田　匡智　　委　　員　髙奥　浩明
委　　員　和田　智也　　委　　員　鈴木　隆也　　委　　員　川村　浩昭

◆ＤＣ351展示施設建設の進捗状況を調査
　ごのへ郷土館に展示中のＤＣ351を今後長期保存
し、より魅力を高めるためのプラットホーム建設
の進捗状況を伺いました。施行内容を確認し、
また、当初の予定より早期完成の見込みとのこと
でした。実際に12月16日には完成記念イベント
が行われました。

◆みらいパーク施設の管理状況と今後の計画の調査
　みらいパークを視察し、図書館の管理状況や、
行われている各種イベント等の取組について伺い
ました。

　また、木村秀政ホールの子育て世代の交流ス
ペースへの改修については、工事発注スケジュー
ルや、木村秀政氏の資料の再展示について伺い
ました。

令和５年11月22日実施

民生常任委員会 委 員 長　大沢　義之　　
委　　員　川﨑　七洋　　委　　員　尾形　裕之　　委　　員　松山　泰治

◆ごのへユースセンターを視察
　商店街の空き店舗を活用して令和４年７月から
始まったごのへユースセンターを視察しました。
中高生等の学校・家庭以外の第３の居場所で、
様々な人との出会いを通した学び・チャレンジ
ができる拠点です。
　実際の活動や、継続に向けた課題等を伺いま
した。
◆五戸総合病院の取組を調査
　五戸総合病院の事業・取組について、特に不足
する医師の確保に関する取組のお話を伺いまし
た。

　転職活動が増える10月以降により積極的にオ
ファーを行う、五戸町・五戸総合病院の魅力を
伝えるＰＲ資料などについて聞くことができま
した。

令和５年９月29日実施

経済常任委員会 委 員 長　古田　陸夫　　副委員長　大久保和夫
委　　員　豊田　孝夫　　委　　員　沢田　良一　　委　　員　三浦專治郎

◆上市川産直施設進捗状況等を調査
　用地に係る諸手続きの進捗、活用する国の補助
金の採択状況、及び今後のスケジュールを伺い
ました。
◆五戸東地区中山間地域総合整備事業を調査
　豊間内、川内等における農業用排水施設、農道
等の整備状況について現地調査しました。
◆獣害被害地（豊川地区）を調査
　クマ等による農作物への被害があった現場を
視察し、その後の対策（わな設置状況・保有数、
警戒パトロール状況等）について伺いました。

◆ひばり野公園整備事業を調査
　今年までに整備された新築トイレ、園内遊具・
ローラー滑り台、及び今後行われるクレイテニス
コートの改修の内容について伺いました。

令和５年10月30日実施

民生常任委員会 参加委員　委 員 長　大沢　義之　　副委員長　三浦　俊哉

　　　　　委　　員　川﨑　七洋　　委　　員　松山　泰治

研修期間　令和５年10月25日～27日（３日間）

⑬ ごのへ議会だより 第50号 ごのへ議会だより 第50号 ⑫

雨や雪から車体を守り、展示
物としての魅力も高めます

子ども達が遊び、保護者同士
の交流も生まれるスペースへ

次世代が町に根付くことに
もつながる重要な取組です

厳しい状況下でも奮闘する
様子が伺えました

テニスコート改修工事は令和６年３月末までに完了予定

山梨県
韮崎市

★

 視察案件①

　「中高生が自由に過ごす新たな居場所」
　人口28,205人（Ｒ５.４.１現在）、面積143.69㎢の韮崎市は、山梨県
の北西部に位置し、雄大な山々と甲斐武田氏ゆかりの史跡、そして
住まう人々の生活文化とが調和する市です。
◆視察内容

　活動・居場所の選択肢が減っている中高生の支援のため始動した
「ミアキス」を視察し、他校生や大人との交流、やってみたいこと
を自由に挑戦できる場「ユースセンター」について伺いました。

　子どもの自主性を育むのはもちろん、子
どもの意思を尊重できるよう大人や社会環境
への働きかけも行うユースワークの考え方
や、ミアキスの「チャレンジする大人の姿を
見せる」というポリシーを伺いました。
　また、子ども達が地元への愛着心や次の
世代につなげようという心を持つことも期待
でき、首都圏への若者の流出が激しい地方
こそ見習うべき取組でした。

中高生の挑戦をサポートするミアキス。利用者の声をもとに整備
された設備を見学し、子どもの健全な成長を願う熱意溢れる様々
な取組についてのお話を聞きました。

埼玉県
三芳町

★

 視察案件②

　「地域で行う子育て」
　人口37,654人（Ｒ５.４.１現在）、面積15.33㎢の三芳町は、埼玉県
南部、首都圏30kmに位置する町である一方、古くから長期間にわ
たり純農村地帯として営まれてきた自然豊かな町です。
◆視察内容
　子育て支援を希望する保護者と、支援をしたい地域の人とをマッチ
ングし、地域で子育てを行う仕組み「ファミリー・サポート・セン
ター」について伺いました。

　有償ボランティアとして、幼稚園、学童
保育、習い事などの送迎とその前後の預か
りや、病児・宿泊を含む一時預かりも行い、
地域で子育てを支援するもの。
　日常の「少しの間、子どもを見てほしい」
という場面はもちろん、「たまには夜ゆっく
り寝たい」という場面での保護者のリフレッ
シュとしても有効な取組だと感じました。

時代を経て家族形態が変化する中で、昼夜問わず子育てに取り組む
保護者を直接的に手助けする重要な事業。コロナ禍等、社会情勢の
変化で新たな課題もある中、検討を重ねて取り組まれていました。

県外行政調査研修所管事務調査



町政の課題把握・解決に向けて、各常任委員会が管轄する分野の取組についての調査を行いました。

総務常任委員会 委 員 長　中川原賢治　　副委員長　柏田　匡智　　委　　員　髙奥　浩明
委　　員　和田　智也　　委　　員　鈴木　隆也　　委　　員　川村　浩昭

◆ＤＣ351展示施設建設の進捗状況を調査
　ごのへ郷土館に展示中のＤＣ351を今後長期保存
し、より魅力を高めるためのプラットホーム建設
の進捗状況を伺いました。施行内容を確認し、
また、当初の予定より早期完成の見込みとのこと
でした。実際に12月16日には完成記念イベント
が行われました。

◆みらいパーク施設の管理状況と今後の計画の調査
　みらいパークを視察し、図書館の管理状況や、
行われている各種イベント等の取組について伺い
ました。

　また、木村秀政ホールの子育て世代の交流ス
ペースへの改修については、工事発注スケジュー
ルや、木村秀政氏の資料の再展示について伺い
ました。

令和５年11月22日実施

民生常任委員会 委 員 長　大沢　義之　　
委　　員　川﨑　七洋　　委　　員　尾形　裕之　　委　　員　松山　泰治

◆ごのへユースセンターを視察
　商店街の空き店舗を活用して令和４年７月から
始まったごのへユースセンターを視察しました。
中高生等の学校・家庭以外の第３の居場所で、
様々な人との出会いを通した学び・チャレンジ
ができる拠点です。
　実際の活動や、継続に向けた課題等を伺いま
した。
◆五戸総合病院の取組を調査
　五戸総合病院の事業・取組について、特に不足
する医師の確保に関する取組のお話を伺いまし
た。

　転職活動が増える10月以降により積極的にオ
ファーを行う、五戸町・五戸総合病院の魅力を
伝えるＰＲ資料などについて聞くことができま
した。

令和５年９月29日実施

経済常任委員会 委 員 長　古田　陸夫　　副委員長　大久保和夫
委　　員　豊田　孝夫　　委　　員　沢田　良一　　委　　員　三浦專治郎

◆上市川産直施設進捗状況等を調査
　用地に係る諸手続きの進捗、活用する国の補助
金の採択状況、及び今後のスケジュールを伺い
ました。
◆五戸東地区中山間地域総合整備事業を調査
　豊間内、川内等における農業用排水施設、農道
等の整備状況について現地調査しました。
◆獣害被害地（豊川地区）を調査
　クマ等による農作物への被害があった現場を
視察し、その後の対策（わな設置状況・保有数、
警戒パトロール状況等）について伺いました。

◆ひばり野公園整備事業を調査
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コートの改修の内容について伺いました。

令和５年10月30日実施

民生常任委員会 参加委員　委 員 長　大沢　義之　　副委員長　三浦　俊哉

　　　　　委　　員　川﨑　七洋　　委　　員　松山　泰治

研修期間　令和５年10月25日～27日（３日間）

⑬ ごのへ議会だより 第50号 ごのへ議会だより 第50号 ⑫
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物としての魅力も高めます

子ども達が遊び、保護者同士
の交流も生まれるスペースへ

次世代が町に根付くことに
もつながる重要な取組です

厳しい状況下でも奮闘する
様子が伺えました

テニスコート改修工事は令和６年３月末までに完了予定

山梨県
韮崎市

★
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中高生の挑戦をサポートするミアキス。利用者の声をもとに整備
された設備を見学し、子どもの健全な成長を願う熱意溢れる様々
な取組についてのお話を聞きました。

埼玉県
三芳町

★

 視察案件②

　「地域で行う子育て」
　人口37,654人（Ｒ５.４.１現在）、面積15.33㎢の三芳町は、埼玉県
南部、首都圏30kmに位置する町である一方、古くから長期間にわ
たり純農村地帯として営まれてきた自然豊かな町です。
◆視察内容
　子育て支援を希望する保護者と、支援をしたい地域の人とをマッチ
ングし、地域で子育てを行う仕組み「ファミリー・サポート・セン
ター」について伺いました。

　有償ボランティアとして、幼稚園、学童
保育、習い事などの送迎とその前後の預か
りや、病児・宿泊を含む一時預かりも行い、
地域で子育てを支援するもの。
　日常の「少しの間、子どもを見てほしい」
という場面はもちろん、「たまには夜ゆっく
り寝たい」という場面での保護者のリフレッ
シュとしても有効な取組だと感じました。

時代を経て家族形態が変化する中で、昼夜問わず子育てに取り組む
保護者を直接的に手助けする重要な事業。コロナ禍等、社会情勢の
変化で新たな課題もある中、検討を重ねて取り組まれていました。

県外行政調査研修所管事務調査



⑮ ごのへ議会だより 第50号 ごのへ議会だより 第50号 ⑭

第17期五戸町議会４年間の主な出来事

　　三浦 專治郎 議員が議長、沢田 良一 議員が副議長となる。

令和２年５月
全国で新型コロナウイルス感染症が流行。
議場各席の前・両側にパーテーションを設置し、感染対策を行いながらの五戸町議会が
スタートした。（令和５年１月臨時会まで設置）

令和４年３月
　　町として県内２番目の施行となる手話言語条例を可決。

令和４年６月
令和６年１月１日以後告示される一般選挙から、五戸町議会議員定数を16人から14人と
する議会案を可決。

令和２年２月29日
　　第17期五戸町議会が始動。

令和５年３月
五戸町議会議員と教育委員会との意見交換会を開催。

令和５年６月
五戸町議会議員補欠選挙により、
髙奥 浩明 氏が当選し、議員16名となる。

令和５年７月
五戸町議会議員と五戸地方建設業協会との意見交換会を開催。

令和５年９月
五戸町議会議員と五戸町商工会との意見交換会を開催。

令和６年２月28日
第17期五戸町議会議員任期満了となる。

五戸町議会議員一般選挙投開票日
令和６年２月18日（日）

五戸町議会議員一般選挙結果比較

議 員 任 期

投 開 票 日

前々回

平成28年２月21日

平成28年２月16日

令和２年２月16日

令和２年２月11日

令和６年２月18日

令和６年２月13日

平成28年２月29日

令和２年２月28日

令和２年２月29日

令和６年２月28日

令和６年２月29日

令和10年２月28日

18人

21人

15,640人

67.69％

829票

16人

17人

14,976人

58.50％

722票

14人

告示日に判明

約14,000人

開票後に判明

開票後に判明

前　回 今　回

告　示　日

議 員 定 数

立候補者数

有 権 者 数

投　票　率

トップ当選者得票数

〜 〜 〜
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第17期五戸町議会４年間の主な出来事

　　三浦 專治郎 議員が議長、沢田 良一 議員が副議長となる。

令和２年５月
全国で新型コロナウイルス感染症が流行。
議場各席の前・両側にパーテーションを設置し、感染対策を行いながらの五戸町議会が
スタートした。（令和５年１月臨時会まで設置）

令和４年３月
　　町として県内２番目の施行となる手話言語条例を可決。

令和４年６月
令和６年１月１日以後告示される一般選挙から、五戸町議会議員定数を16人から14人と
する議会案を可決。

令和２年２月29日
　　第17期五戸町議会が始動。

令和５年３月
五戸町議会議員と教育委員会との意見交換会を開催。

令和５年６月
五戸町議会議員補欠選挙により、
髙奥 浩明 氏が当選し、議員16名となる。

令和５年７月
五戸町議会議員と五戸地方建設業協会との意見交換会を開催。

令和５年９月
五戸町議会議員と五戸町商工会との意見交換会を開催。

令和６年２月28日
第17期五戸町議会議員任期満了となる。

五戸町議会議員一般選挙投開票日
令和６年２月18日（日）

五戸町議会議員一般選挙結果比較

議 員 任 期

投 開 票 日

前々回

平成28年２月21日
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令和２年２月29日

令和６年２月28日
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829票

16人

17人

14,976人
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722票

14人
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約14,000人

開票後に判明

開票後に判明

前　回 今　回

告　示　日

議 員 定 数

立候補者数

有 権 者 数

投　票　率

トップ当選者得票数

〜 〜 〜
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３月定例会は３月８日開会予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まり次第「五戸ちゃんねる」
五戸町ホームページでもお知らせします。

　令和５年11月２日、三戸町において三戸郡内の町村議会議員が集まる三戸郡町村議会議員
研修会が開催され、五戸町議会議員は12人が出席しました。

講演  「ＶＩＳＩＴはちのへの役割と広域観光について」
講師    ＶＩＳＩＴはちのへ　事務局次長　木村　聡　氏

三 戸 郡 町 村 議 会 議 員 研 修 会

　令和５年11月９日、八戸市において八戸圏域連携中枢都市圏形成促進議員連盟主催による
勉強会が開催され、五戸町議会議員は11人が出席しました。

講演  「Ｇ７仙台科学技術大臣会合出展　移動型緊急手術室ドクターカーＶ３について」
講師    八戸工業大学　工学部工学科　准教授　浅川　拓克　氏

八戸市立市民病院　病院事業管理者　今　　明秀　氏

第28回連携中枢都市圏の形成に関する勉強会

議員活動報告


